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株式会社フジ（本社：広島県広島市  ／ 代表取締役社長： 山口
やまぐち

 普
ひろし

）は、２０２６

年１０月１日（木）から、シーピー化成株式会社（本社：岡山県井原市／代表取締役

社長：三宅
み や け

 慎太郎
し ん た ろ う

）が主導する「瀬戸内資源循環プロジェクト」へ参画いたします

ので、お知らせいたします。 

 

瀬戸内資源循環プロジェクトとは、使用済みプラスチック食品容器をケミカルリサ

イクルにより再資源化し、再び食品容器として活用する「水平リサイクル」の実現を

目指す取り組みです。瀬戸内地域の企業がそれぞれの役割を担いながら連携し、推進

しています。 

当社は、中国・四国エリアの多くのお客さまとのつながりを生かし、本プロジェク

トの起点を担う企業として参画いたします。岡山県・島根県・鳥取県・香川県・徳島

県・高知県の１６８店舗にて、お客さまから使用済み食品容器を回収し、食品容器の

水平リサイクルの推進に取り組みます。年間約５００トンの使用済み食品容器の回収

を見込んでおり、資源循環の拡大につなげます。 

また、本取り組みにより、無地発泡容器（ＰＳＰ）に加え、色付き発泡容器（ＰＳ

Ｐ）や透明容器（ＯＰＳ）についても、再び食品容器として活用する資源循環モデル

の構築と社会実装を進めます。  

 

当社は今後も、地域のお客さまとともに資源循環の取り組みを推進し、持続可能な

社会の実現に貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「瀬戸内資源循環プロジェクト」への参画について 

― 食品容器の資源循環を推進し、持続可能な社会の実現を目指します  ― 


